
「おいしいお餅になあれ！」（内原小・餅つき体験）「おいしいお餅になあれ！」（内原小・餅つき体験）

日高町ホームページ　http://www.town.wakayama-hidaka.lg.jp/
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平
素
は
、町
行
政
の
推
進
に
格
段
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
、ご
協
力

に
よ
り
、阿
尾
地
区
避
難
広
場
の
完
成
や
、町
道

比
井
小
学
校
川
添
線
の
改
良
工
事
が
終
わ
り
、

供
用
開
始
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、町
民
の
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で

健
康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、特
定
健
康
診
査
の
自

己
負
担
無
料
化
を
新
た
に
実
施
し
、受
診
率
の

向
上
と
健
康
管
理
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、昨

年
開
設
い
た
し
ま
し
た
第
２
日
高
町
子
ど
も

ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
所
志
賀
地
内
）に
続
き
、第

１
日
高
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
所
内
原

地
内
）を
本
年
４
月
１
日
開
設
に
向
け
、現
在

建
築
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、保
育

サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
、子
ど

も
達
が
安
全
に
健
や
か
に
育
つ
環
境
整
備
と

子
育
て
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、日
高
中
学
校
が
昭
和
57
年
竣
工
以
来

34
年
が
経
過
し
、老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、今
年
は
大
規
模
改
修
を
予
定
し
、生
徒
が

安
全
、安
心
で
快
適
な
学
校
生
活
が
お
く
れ
る

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
漁
業
、商
工

業
、観
光
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、新
規

就
農
者
の
支
援
や
有
害
鳥
獣
対
策
、産
湯
海
水

浴
場
、温
泉
館「
み
ち
し
お
の
湯
」の
活
用
な
ど
、

観
光
客
誘
致
に
努
め
、道
路
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、町
道
、県
道
の
整
備
を
進
め
、す
で
に
着

手
し
て
い
る
町
道
高
家
中
央
線
に
つ
き
ま
し
て

は
早
期
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
高
町
が
将
来
に
向
か
っ
て
発
展
し
続
け

る
た
め
、住
民
の
皆
様
の
期
待
や
想
い
に
応
え

る
べ
く
、日
高
町
民
で
良
か
っ
た
、日
高
町
に

住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、職
員
一
丸
と
な
っ
て
笑
顔
で
健
康
に
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
段
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

よ
う
教
育
環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、防
災
対
策
で
は
、熊
本
地
震
を
始
め
、

東
北
、北
海
道
を
襲
っ
た
台
風
10
号
、ま
た
鳥
取

中
部
地
震
な
ど
昨
年
は
日
本
列
島
が
各
種
災
害

に
見
舞
わ
れ
甚
大
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。改

め
て
自
然
災
害
の
驚
異
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
一

年
で
し
た
。

　

今
年
は
災
害
の
無
い
年
で
あ
る
こ
と
を
望
む

と
同
時
に
、近
い
将
来
発
生
の
危
惧
さ
れ
る
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
、土
砂
災
害
や
河
川
の

氾
濫
に
よ
る
水
害
に
備
え
る
た
め
、建
設
業
組

合
と
の
合
同
に
よ
る
道
路
啓
開
訓
練
や
職
員
全

員
に
よ
る
図
上
訓
練
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、今
後
も
各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や

住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
避
難
路

や
避
難
場
所
の
整
備
、資
機
材
の
充
実
や
避
難

訓
練
な
ど
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

　
　
　
　

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日高町長

松本 秀司
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　11月22日（火）、「クヌッセン機関長絵画コンクール」の表彰式が町長室にて行われ、受賞した児童生
徒らが松本町長から賞状を手渡されました。

　このコンクールは、1957年（昭和32年）に日本人船員を救うため命を落としたクヌッセン機関長
の殉難60周年を記念して開催されたもの。
　日高町内の小・中学校から、クヌッセン機関長の勇気と優しさを讃える多くの絵画が応募されました。
　最優秀賞には、小学校の部で坂成海さん（内原小学校５年）、中学校の部で鈴木菜々さん（日高中学校
３年）が選ばれ、二人は来年春にデンマーク大使館で一日大使に任命されるほか、同所で作品も展示さ
れる予定です。

クヌッセン機関長殉難60周年記念企画
ー「クヌッセン機関長」絵画コンクールー

小学校の部

坂　成海さん（内原小５年）

キンセンカの花びら1枚1枚を丁寧にかきました。
クヌッセンさんがデンマークと日本をつないでく
れたことが伝わればうれしいです。

クヌッセンの勇気ある行動によって日本とその国
の国交が良くなった事をたたえて、その国交がい
つまでもつづけばよいと思い、この作品をかきま
した。

最優秀賞
中学校の部

鈴木　菜々さん（日高中３年）

クヌッセン機関長 クヌッセン機関長
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小学校の部

小角　藍さん（内原小４年）

嶋田　雅樹さん（志賀小６年）

ちがう国の人を助けるために、あれた海にとびこ
んだクヌッセンのゆうかんさを絵にかきました。

クヌッセンさんの勇気を絵にこめました。

国境を越えたクヌッセン機関長の勇気と愛を表現
し、背景にデンマークの国花マーガレットを描きま
した。

クヌッセン機関長が日本にしてくれた事をうまく
表現できるように、と思って書きました。

優 秀 賞

中学校の部

川神　茜音さん（日高中３年）

本間　愛子さん（日高中２年）

クヌッセン機関長が助けにとびこむところ

人を助けるクヌッセン

クヌッセン 〜その勇気と愛に捧ぐ〜

つながる絆
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稲垣　裕稀さん（志賀小５年） 武内　優希さん（日高中２年）

日本とデンマークの国旗を書いてつながりをイ
メージし、青色を水とまぜて海をイメージしてオ
シャレな感じにしました。
そして、クヌッセンへの言葉「やさしさをありがと
う」を感しゃをこめて書きました。

クヌッセンが日本人を助けたということを初めて
知ったので、そのクヌッセンの優しさを絵に表して
みました。（手をつないでいる部分）

やさしさをありがとう 絆

おめでとうございます!
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　11月21日（月）、内原保育所（田
村真由美所長）の園児35人が、勤
労感謝の日を前に、職場訪問をし
ました。

　園児らはまず役場を訪問。松本町
長に「保育所は楽しいですか。ごは
んは残さず食べていますか」など質
問されると、みんな大きな声で元気
良く返事をしていました。その後、
松本町長にクリスマスリースを手
渡し、町長室で記念撮影。内原郵便
局、日高広域消防本部も訪問して、
働く人に感謝を伝えました。

いつもお仕事おつかれさま
－内原保・職場訪問－

作
品
展
や
催
し
物
で
大
盛
況

ー
芸
能
発
表
会･

文
化
展
、ふ
れ
あ
い
祭
ー

　
11
月
19
日（
土
）、20
日（
日
）、役
場
敷
地
内
に
お
い
て
芸
能
発
表
会･

文
化
展
と
ふ
れ
あ
い
祭
が
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
文
化
展
で
は
、写
真
・
絵
画
・
書
・
生
け
花
や
手
芸
作
品
な
ど
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、黒
竹
の
民
芸
品
作
り
コ
ー

ナ
ー
や
茶
道
を
体
験
出
来
る
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
。芸
能
発
表
会
で
は
、

力
強
い
歌
や
舞
踊
な
ど
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
は
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
展
示
会「
夢
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」も
開

催
。イ
チ
ロ
ー
選
手
や
大
谷
翔
平
選
手
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、野
球

グ
ッ
ズ
約
60
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
祭
で
は
射
的
、輪
投
げ
、金
魚
す
く
い
、ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な

ど
が
出
店
さ
れ
た
ほ
か
、ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、ラ
ム

ネ
の
早
飲
み
競
争
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
も
実
施
さ
れ
る
な
ど
、楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。多
く
の
来
場
者
が
、楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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　11月９日（水）、役場において、平成28年度
日高町文化奨励賞表彰が執り行われました。

　今年は県高等学校総合文化祭邦楽部門発表
会にて優勝した日高高等学校箏曲部より、岸井
志織さん（２年生）、田口梨愛さん（１年生）が受
賞。尾﨑副町長に功績を紹介された後、松本町
長より「厳しい練習に耐えた賜です。全国大会
では和歌山代表として是非頂点に立って欲し
い」と激励の言葉と共に表彰状と花束が授与さ
れました。その後、西岡町議会議員より記念品
が贈られ、金屏風の前で記念撮影。
　二人は緊張しながらも、受賞の喜びをあふれ
させていました。

　11月30日（水）、内原小学校（山口謙校長）で校内
マラソン大会が開かれ、1年生〜6年生の児童が寒
空の下を力走しました。

　当日は1・2年生が1km、3・4年生が1.5km、5・
6年生が2kmの学校周辺コースをそれぞれ快走。普
段の練習の成果を発揮して、元気いっぱいに走り抜
けました。またコース沿いには保護者らも駆け付け、
声援と拍手を贈り応援しました。
　上位入賞者は、次の通りです。（敬称略）

【低学年（1年生・2年生）】
▽男子　①北野巧真 ②石方開城 ③山本大喜
▽女子　①白井稟子 ②丸山友菜 ③滝本心絆
【中学年（3年生・4年生）】
▽男子　①吉田悠悟 ②土屋洸太 ③雑賀柊人
▽女子　①土塀千聖 ②山本美月 ③笹　未羽
【高学年（5年生・6年生）】
▽男子　①小宮泰誠 ②白井　誉 ③㟢山雅生
▽女子　①松本　舞 ②中馬杏梨 ③荻平奈緒

文化活動を応援します！
－日高町文化奨励賞表彰－

師走の風を切り疾走
－内原小・校内マラソン大会－
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　11月22日（火）、第16回近畿地区ゲート
ボール女子選手権大会に出場を決めた「日高
Ｃチーム」が、町長室を表敬訪問しました。

　日高Ｃチームは、これまで同大会ベスト
16の実績を持っており、豊富な経験が武器。
　「ドームでは野外と違い声がこもってしま
うので、しっかりと声を出して指示していきた
い」と勝つための対策を万全にしていました。
　松本町長に「これまでを超える結果を残し
て欲しい」と激励されると、メンバーも一人ず
つ決意を表明。チームは見事４位入賞を果た
し、過去最高の順位ながらも、次こそ頂点を獲
ると闘志を燃やしていました。

　11月29日（火）、日高町若もの広場で、老人クラブ連合会（岡本利昭会長）によるグラウンドゴルフ大会
が開催されました。
　当日は男性41名、女性25名が参加。熱戦を繰り広げ、男性の部では増井嘉彦さん、女性の部では山下登
美子さんがそれぞれ優勝に輝きました。

頂点目指して頑張ります
ーゲートボール女子近畿大会出場決定ー

寒さを吹き飛ばす熱戦
ーグラウンドゴルフ大会ー

 結果　（同スコアの場合ホールインワン数、年齢上位を優先）

男性の部

順　位 氏　名 スコア

女性の部

順　位 氏　名 スコア
優　勝 増井　嘉彦 38 優　勝 山下　登美子 40
準優勝 仲田　忠芳 39 準優勝 前井　セイ子 43
3　位 野口　　勲 40 3　位 楠岡　智代子 43
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情
報
公
開
制
度
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
制
度

の
実
施
状
況

　
「
情
報
公
開
制
度
」は
、町
が
保
有

す
る
情
報（
公
文
書
等
）を
み
な
さ
ま

か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る
こ

と
で
、よ
り
開
か
れ
た
町
政
を
推
進

し
、み
な
さ
ま
と
の
信
頼
・
協
力
関

係
を
深
め
よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
28
年
11
月
末
現
在
の
実
施
状

況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
公
文
書
開
示
請
求
件
数
…
…
０
件

・
公
文
書
開
示
請
求
に
関
す
る

　
　
　
　
　

  

決
定
状
況
…
…
０
件

・
不
服
申
立
て
の
件
数
…
…
…
０
件

　

ま
た
、「
個
人
情
報
保
護
制
度
」は
、

町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
を

図
る
た
め
の
適
正
な
手
続
き
な
ど
を

定
め
た
制
度
で
、自
分
の
個
人
情
報
の

開
示
や
個
人
情
報
の
訂
正
、利
用
停
止

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
11
月
末
現
在
の
実
施
状

況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
開
示
請
求
件
数
…
…
…
…
…
０
件

・
訂
正
請
求
お
よ
び
利
用
停
止
等
の

　
　
　
　
　
　

  

受
付
件
数
…
０
件

　

新
春
恒
例
の
消
防
団
訓
練
出
初
式

は
、１
月
５
日（
木
）午
前
10
時
か
ら

日
高
町
若
も
の
広
場（
雨
天
の
場
合
、

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）で
、婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
の
参
加
を
得
て
挙
行

し
ま
す
。

　

式
典
で
は
、多
年
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る

団
員
や
団
体
が
、日
高
町
長
、和
歌
山

県
消
防
協
会
総
裁
、日
高
地
域
消
防

協
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

退
団
者
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
す
。

　

出
初
式
に
お
い
て
表
彰
、感
謝
状

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、次
の
方
々
で

す
。（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

◎
日
高
町
長
表
彰

▽
45
年
勤
続
表
彰
＝
田
端
惠
次（
団

長
）

▽
30
年
勤
続
表
彰
＝
直
川
豊
一（
副

団
長
）

▽
25
年
勤
続
表
彰
＝
井
垣
弥（
分
団

長
）、㟢
繁
一（
分
団
長
）、千
原
伸（
班

長
）、濱
一
己（
班
長
）、濱
幸
治（
団

員
）、山
本
博
一（
副
分
団
長
）

◎
和
歌
山
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

▽
20
年
勤
続
表
彰
＝
稲
垣
浩
一（
班

長
）、上
畑
考
士（
団
員
）、尾
崎
敏
一

（
団
員
）、貴
志
芳
博（
団
員
）、岸
井
広

木（
団
員
）、木
村
英
則（
団
員
）、濱
出

明（
団
員
）、濵
村
一
成（
班
長
）

◎
日
高
地
域
消
防
協
会
長
表
彰

▽
10
年
勤
続
表
彰
＝
𡈽
﨑
敦（
団
員
）、

𠮷
村
和
宏（
団
員
）

◎
感
謝
状（
在
団
時
の
役
職
）

▽
﨑
山
新
一（
副
団
長
）、鈴
木
章
吾

（
団
員
）、鈴
木
利
治（
団
員
）

　

な
お
、１
月
５
日
午
前
８
時
に
消
防

団
員
招
集
の
た
め
、防
災
行
政
無
線
に

よ
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

火
災
・
そ
の
他
の
災
害
と
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
式
典
終
了
後
、萩
原
地
区
の

奥
山
池
付
近
で
放
水
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。

お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

◎
昨
年
の
出
初
式
の
様
子

日
高
町
消
防
団

訓
練
出
初
式

　
　

１
月
５
日（
木
）

　
　

日
高
町
若
も
の
広
場
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お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

児
童
手
当
制
度
を

�

ご
存
知
で
す
か
？

●
支
給
対
象

　

０
歳
か
ら
15
歳（
中
学
校
修
了
前
）

ま
で
の
お
子
さ
ま
を
養
育
さ
れ
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
が
児
童
福
祉
施
設
等
に

入
所
さ
れ
て
い
る
場
合
、こ
の
お
子

さ
ま
の
ご
両
親
は
児
童
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん（
施
設
設
置

者
が
受
給
者
と
な
り
ま
す
）。

●
支
給
月

　

原
則
と
し
て
、毎
年
度
の
６
月
、10

月
、２
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

●
届
出
が
必
要
な
と
き

・
支
給
対
象
と
な
る
お
子
さ
ま
が
増

え
た
、も
し
く
は
減
っ
た

・
受
給
者
、も
し
く
は
養
育
し
て
い

る
お
子
さ
ま
の
住
所
や
氏
名
が
変

わ
っ
た

・
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
、も

し
く
は
公
務
員
で
な
く
な
っ
た

・
振
込
口
座
を
変
更
し
た（
受
給
者

名
義
の
口
座
に
限
り
ま
す
）

　

詳
し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

●
支
給
額

区分
所得制限以下
の場合
（月額）

所得制限
を超える場合
（月額）

０～３歳未満 15,000円

5,000円
（一律）３歳～小学校修了前

第１子・第２子
10,000円

第３子以降
15,000円

中学生 10,000円

※�児童の人数（第○子）は、18歳到達後の最初の３月31日
までの間にある児童の中で数えます

地区担当民生・児童委員

担当地区 氏　　名 電話番号
原　　谷 工德��信治 63-2697
池　　田 玉井　かをる 63-2868
萩������原 粟田　幹 63-3494

東光寺・内の畑 神田　秀昭 63-2343
内原駅前 楠山　和弘 20-5350
荊　　木 栁本��文弥 63-2715
高家北区 野田　宏治 63-3451
高家南区 西本　基 63-3427
小　　中 湯川　泰子 63-2170
柏 鈴木　加代子 64-2320

小杭・上志賀 戸上　曉子 64-2419
久　　志 畠山　澄男 64-2174
中�志�賀 上田　代志美 64-2436
下�志�賀 西保��昭子 63-2357
谷　　口 藤本　使朗 63-2800
小　　池 若野　美喜子 63-2704
小浦・方杭 山本　喜代一 64-2518
比井・津久野 野尻　由紹 64-3122
小　　坂 鈴木　幸代 64-2547
産　　湯 下野　史郎 64-3033
阿　　尾 木村　由利子 64-2324
田　　杭 清原　三鈴 62-2600

主任児童委員

内原地区 鈴木　眞由美 63-2789
志賀・比井崎地区 尾上　純子 64-2268

　

平
成
28
年
12
月
１
日
付
け
で
民
生
・

児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改
選
が
行
わ

れ
、日
高
町
で
も
24
人
の
方
々
が
厚
生

労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
う
ち
２
人
の
方
が
、同
日
付
で
同
大

臣
よ
り
主
任
児
童
委
員
に
指
名
さ
れ

ま
し
た
。任
期
は
３
年
。

　

民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
に
は
、住

民
福
祉
の
身
近
な
相
談
、援
助
者
と

し
て
常
に
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ

て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、主
任
児
童
委
員
さ
ん
に
は
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的

に
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

福
祉
問
題
で
困
っ
た
と
き
は
、１

人
で
悩
ま
な
い
で
、ま
ず
地
区
担
当

の
民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

地
区
担
当
の
民
生
・
児
童
委
員
、主

任
児
童
委
員
は
左
表
の
方
々
で
す
。

地
域
福
祉
の
推
進
役

—

民
生
・
児
童
委
員
が

一
斉
改
選
さ
れ
ま
し
た—

【
民
生
・
児
童
委
員
】

　
民
生
・
児
童
委
員
は
、地
域
社
会
の
生

活
に
困
っ
て
い
る
人
、児
童
、障
が
い
者
、

高
齢
者
等
の
こ
と
で
問
題
を
か
か
え
て
い

る
人
々
に
、相
談
、援
助
、情
報
提
供
を
行

う
地
域
の
奉
仕
者
で
す
。

　
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、民
生

委
員
法
に
基
づ
く
民
生
委
員
と
、児
童
福

祉
法
に
基
づ
く
児
童
委
員
を
兼
任
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専

門
的
に
行
う
主
任
児
童
委
員
も
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
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　お子さまが、病気または病気回復期で集団保育ができない状態にあり、保護者の勤務の都合などによ
り家庭での保育ができない場合に、一時的に保護者に代わりお子さまをお預かりするサービスです。
（医師により受け入れが不可能と判断された場合には、ご利用いただけない場合があります）

■病児・病後児保育とは…

①生後9週〜就学前の児童
　（ただし、特に必要な場合は小学3年生まで）
②�医師（かかりつけ医など）の診断により、入院加
療の必要はないが、安静の確保に配慮する必要
がある児童で、この保育サービスの利用が可能
だと医師が認めた児童
③�保護者が何らかの理由（勤務・病気・事故など）
により、家庭で保育が出来ない状況にある児童

〜子育て中のご家庭のみなさまへ〜

病児・病後児保育事業のご案内

■利用できる児童

●�風邪、下痢（腸炎）など、子供が日常的にかかる
疾患（脱水症状はないが、保育所などに連れて
いけないとき）
●�麻疹、水痘、風疹などの伝染性疾患（急性期は過
ぎ全身状態は安定しているが、保育所などでの
生活には不安があるとき）
●�喘息などの慢性疾患（呼吸困難は強くはない
が、保育所などには連れていけないとき）
●�骨折、熱傷などの外傷性疾患（症状が固定して
も、保育所などには連れていけないとき）

■対象となる病気

御坊市湯川町財部728−4
　特定・特別医療法人�黎明会�北出病院
　「病児保育室ひまわり」
利用時間　平日の午前8時〜午後6時
� （延長保育は、原則行いません）
休 業 日　土、日曜日、祝祭日と年末年始
� （12月29日〜1月3日）
　■予約時間：午前8時〜午後6時
　■☎�24・0144

■病児・病後児保育所

少人数制ですので、お預かりできる児童数に限り
があります。事前（前日）にご予約ください。

■定　員 ： 6名

（1）前年度市町村民税の課税世帯
� （1日�2,000円�/�半日�1,000円）
（2）前年度市町村民税の非課税世帯
� （1日�1,000円�/�半日�500円）
（3）生活保護世帯�（全額免除）
�※半日とは、5時間以内の保育です。

■ご利用料金

■ご利用の手順
お子さまが発熱など

かかりつけ医を受診
・入院加療の必要はなく、病児・病後児保育所での保育
サービスが可能だと医師が診断。
・「医師連絡票」記載してもらい、医師より受け取る。

・�「医師連絡票」を受け取ると同時に、保育室へ病状を
告げて予約（前日）してください。
�病児・病後児保育所
　北出病院「病児保育室ひまわり」
　　予約時間：午前8時〜午後6時
　　☎24・0144

病
児
・
病
後
児

保
育
所
へ
予
約

【当日お持ちいただく物】
①医師連絡票　②利用申請書　③同意書
④かかりつけ医より処方されたお薬
⑤子ども医療費受給資格証　⑥健康保険証
⑦母子手帳　⑧印鑑
⑨着替え、タオル、パジャマなど
⑩粉ミルク、哺乳瓶　⑪紙おむつ
⑫昼食・おやつ�など
※昼食・おやつは、お持ちください（原則）。
　�ただし、ご用意できない場合は、入所時にお申し出く
ださい。実費（前払い）にてご用意いたします。
　［昼食…1食205円、おやつ…1回100円］

病
児
・
病
後
児

　
　
　
保
育
所
に
入
所

・病児保育中、病状が悪化し必要があれば、保護者へ連
絡しご了解いただいたうえで、保険診療を受けてい
ただきます。その際の費用は、別途必要となります。
��なお緊急時は、事後承諾になることもあります。

保�

育

お迎え ・必ず午後6時までに迎えに来てください。
・利用当日分のお支払いをお願いします。

お問い合わせ/住民福祉課（☎63・3800）

受け入れOKが出る
※�（予約後のキャンセルは、速やかに保育室に連絡して
ください）
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新
成
人
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
国
民
年
金
の
加
入
は

�

20
歳
か
ら

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
な

い
人
は
、国
民
年
金
の
加
入
届
け

（
国
民
年
金
資
格
取
得
届
の
提
出
）

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
に
は

　
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す　
　
　
　
　

�

老
齢
基
礎
年
金

②�

病
気
や
け
が
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す　
　

�

障
害
基
礎
年
金

③�

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、

子
の
あ
る
配
偶
者
、子
を
支
え

ま
す

�

遺
族
基
礎
年
金

▼
保
険
料
納
付
は

�

便
利
な
口
座
振
替
を
!!

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、指
定
し

た
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
の
で
、金
融
機
関
の
窓

口
ま
で
納
め
に
行
く
手
間
が
か
か

ら
ず
大
変
便
利
で
す
。ま
た
、納
め

忘
れ
も
防
げ
ま
す
。口
座
振
替
手

続
き
は
、金
融
機
関
窓
口
に
納
付

書
と
預
金
通
帳
、通
帳
の
届
出
印

を
ご
持
参
の
う
え
、手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

ま
た
、平
成
29
年
２
月
中
に
口

座
振
替
を
申
し
込
め
ば
国
民
年

金
保
険
料
の
２
年
前
納
が
可
能

に
な
り
ま
す
。（
支
払
保
険
料
が

多
少
割
引
と
な
り
ま
す
）

▼
保
険
料
を

�

納
め
ら
れ
な
い
と
き��

　

申
請
免
除
制
度
・
若
年
者
納
付

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。本
人
の
届
け
出
後
、審
査

に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、必
ず

所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
せ
ず
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
す
る
と
、将
来
年
金
を
受
給

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
世
代
と
世
代
の�

支
え
合
い

　

公
的
年
金
制
度
は
、現
役
世
代
が

納
め
る
保
険
料
で
高
齢
者
の
方
の

年
金
を
負
担
す
る
と
い
う「
世
代
と

世
代
の
支
え
合
い
」が
基
本
で
す
。

▼
国
民
年
金
基
金

　

老
齢
基
礎
年
金
に
上
積
み
し
て

年
金
を
受
け
取
る
制
度
で
す
。国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入

で
き
る
年
金
で
す
。

　

ま
た
、納
め
た
保
険
料
は
、全
額

が
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
、国
民
年
金
基
金

（
☎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０･

６
５･

４
１
９
２
）ま
で
。

　

そ
の
他
、手
続
等
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
た
は
、年
金
事
務
所

（
☎
０
７
３
９･

２
４･

０
４
３
２
）

ま
で
。

野
焼
き
は
法
律
で

�

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

て
、煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
の

焼
却
で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ

に
入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利
用
し
た
も
の
や
、法

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼
却

は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め
ら

れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、焼
却
量

や
時
間
帯
、風
向
き

な
ど
を
考
慮
し
ま

し
ょ
う
。
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○
臨
時
福
祉
給
付
金

対
象
者

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
、日

高
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人（
外
国
籍
の
中
長
期
在
留

者
等
の
人
を
含
む
）で
、平
成
28
年
度

分
の
町
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人（
課
税
さ
れ
て
い
る
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
や
生
活
保

護
を
受
給
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
対

象
外
）

支
給
額

　

１
人
に
つ
き
３
千
円

○
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向

け
の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金

対
象
者

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
者
の
う
ち
、障
害
基
礎
年
金

ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
の
平
成
28
年

５
月
分
を
受
給
し
て
い
る
人（
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金（
高
齢

者
向
け
）を
受
給
し
た
人
を
除
く
）

支
給
額

　

１
人
に
つ
き
３
万
円

○
申
請
方
法

・
申
請
先

　

住
民
福
祉
課

・
申
請
期
間

　

平
成
28
年
10
月
１
日（
土
）

�

～
平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）

・
必
要
書
類

■�

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、パ

ス
ポ
ー
ト
の
写
し
、健
康
保
険
証

や
年
金
証
書
な
ど
顔
写
真
が
つ
い

て
い
な
い
も
の
は
、官
公
署
か
ら

発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
点
必

要
で
す
）

■�

口
座
が
確
認
で
き
る
書
類（
金
融

機
関
名
、口
座
番
号
、口
座
名
義
人

〔
カ
ナ
〕が
わ
か
る
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

■�

年
金
額
改
定
通
知
書
・
年
金
証
書

な
ど（
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
の
み
）

※�

支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
人
に
申

請
書
お
よ
び
案
内
文（
お
知
ら
せ
）

を
９
月
下
旬
に
送
付
し
て
お
り
ま

す
の
で
、内
容
を
確
認
の
う
え
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

�

避
難
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
、

基
準
日（
平
成
28
年
１
月
１
日
）時
点

で
日
高
町
へ
住
民
票
を
移
せ
な
い
ま

ま
居
住
さ
れ
て
い
る
方
は
、事
前
に

申
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、申
出
に
は
一
定
の
要
件
が

必
要
で
す
の
で
、�

詳
し
く
は
、住
民

福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、所
得
の
低
い
人
の
家

計
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受

給
者
を
支
援
す
る
た
め
、年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

臨
時
給
付
金
の
お
知
ら
せ

臨
時
給
付
金
の
お
知
ら
せ

■�
臨
時
給
付
金
制
度
の
概
要
に

つ
い
て
は「
厚
生
労
働
省
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎
０
５
７
０･

０
３
７･
１
９
２
）ま
で
。平
日
の

９
時
か
ら
18
時
ま
で（
土
・
日
曜

日
、祝
日
は
除
く
）

　
「
臨
時
福
祉
給
付

金
」を
よ
そ
お
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」や

「
個
人
情
報
の
詐
取
」

の
発
生
が
予
測
さ
れ

ま
す
。ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、役
場

や
最
寄
り
の
警
察
署（
ま
た
は
警
察

相
談
専
用
電
話
♯
９
１
１
０
）ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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政治家の寄附は禁止!
〜有権者が求めることも禁止されています〜

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の
多いシーズンですが、政治家が選挙区内の人に、お金
や物を贈ることは公職選挙法で禁止さ
れています。
　また、有権者が政治家に寄附や贈り
物を求めることも禁止されています。
　寄附禁止のルールを守って、明るい
選挙を実現しましょう。

政治家と有権者のクリーンな関係を保ち、お金のか
からない選挙を実現するために、寄附禁止のルール
を守りましょう。

贈らない！　求めない！　受け取らない！

三ない運動

「求職者支援制度」とは、熱心に職業訓練を受け、より安定した就職を目指して求職活動を行う
人のために、国が支援する制度です。

訓練目標 事務員として、多様な事務用ソフトウェアを用いたビジネス文書作成、
帳票作成などの作業が出来る

お申し込み ☆事前にハローワークで職業相談を必ず受けてください

定 員 15名
※申し込み者が定員の半数に満たない場合、訓練を中止することがあります。

訓練期間 平成29年　3月21日（火）~6月20日（火）
9:30~16:00　お昼休憩50分

募集期間 平成29年　1月19日（木）~2月23日（木）

選 考 日 平成29年　3月1日（水）　午後13:30~
※選考方法は筆記試験、面接

自己負担額 テキスト代:6,910円（税込）
職場見学先への交通費:実費（実施日数2日）

【訓練実施機関】　職業訓練法人　中紀技能訓練協会
【訓練実施施設】　中紀地域職業訓練センター　〒649-1211　日高町荊木310番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎63・1500（担当：東・伊藤）
　※受講者が一定の要件を満たす場合、「職業訓練受講給付金」の支給を受けられます。
　　詳しくは、ハローワークにてお問い合わせください。

求職者支援訓練
パソコン事務科　受講者募集！

受講料
無料

　

１
月
16
日（
月
）、人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同
相

談
所
を
、日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、社
会
福
祉
協
議
会

会
長
・
副
会
長
、民
生
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、行
政
相
談
委
員

の
方
々
で
す
。

　

詳
し
く
は
、日
高
町
社
会
福
祉

協
議
会（
☎
６
３
・
２
７
５
１
）ま

で
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ
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健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

　

近
年
、業
種
を
問
わ
ず
不
審
電
話

が
多
発
し
て
お
り
、宅
配
便
や
公
共

料
金
の
分
野
に
ま
で
及
ん
で
い
る
と

い
う
情
報
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、特
に
高
齢
者
の
方
を
狙
っ
た
不

審
電
話
が
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

中
で
も
、Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払

機
）を
使
っ
て
お
金
を
振
り
込
ま
せ

よ
う
と
す
る
事
例
が
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の
手
口
は
下

記
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

　

役
場
職
員
や
、後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
職
員
が
、医
療
費
・
保

険
料
の
還
付
手
続
き
等
に
つ
い
て
、

電
話
に
よ
り
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
手
続
き
を

お
願
い
す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　

県
内
に
お
い
て
も
不
審
電
話
は

発
生
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
内

容
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、手

続
き
を
す
る
前
に
、健
康
推
進
課（
☎

６
３･

３
８
０
１
）ま
た
は
和
歌
山

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
☎

０
７
３･

４
２
８･

６
６
８
８
）ま
で
。

　
も
し
も
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

必
ず
お
近
く
の
警
察
署
へ
被
害
届
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。

★
御
坊
警
察
署（
☎
２
３
・
０
１

１
０
）

不
審
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

　

電
話
で
、『
医
療
費
や
保
険
料
の
還

付
金
が
あ
る
』と
言
っ
た
り
、『
還
付
通

知
書
を
送
っ
て
い
る
け
ど
内
容
は
確
認

し
て
ま
す
か
？
』と
言
っ
て
く
る
。

　

携
帯
電
話
の
番
号
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
有
無
を
聞
か
れ
、『
還
付
手
続

の
期
限
が
今
日
ま
で
だ
か
ら
急
い
で
近

く
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
あ
る
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
ス
ー
パ
ー
等
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
』と
言
葉
巧
み
に
誘
導
し
、

入
金
さ
せ
る
。

　

携
帯
電
話
を
通
じ
て
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
の
指
示
が
あ
り
、お
金
を
振
り
込
ま

せ
る
。

　

健
康
診
査
は
平
成
29
年
２
月
末
日

ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
診
券
を
お
持
ち
の
方
で
、ま
だ

健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
是
非
ご
自
身
の
健
康
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

○
医
科
健
康
診
査

■
対
象
者

　

�

75
歳
以
上
の
方
、65
歳
以
上
75
歳

未
満
で
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け

ら
れ
た
方

■
検
査
項
目

　

�

問
診
、計
測
、診
察
、脂
質
、肝
機

能
、尿
、腎
機
能
、代
謝
系

■
実
施
場
所

　
�

受
診
券
と
同
封
し
て
い
る
実
施
医

療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る

医
療
機
関

■
費
用　
　
　

６
０
０
円

○
歯
科
健
康
診
査

　

※�

対
象
の
方
に
は
５
月
末
に
受
診

券
な
ど
を
発
送
し
て
い
ま
す

■
対
象
者

　

�

平
成
28
年
３
月
末
で
75
歳
、80
歳
、

85
歳
の
方
と
90
歳
以
上
の
方

■
検
査
項
目

　

�

問
診
、口
腔
内
検
査
、口
腔
機
能

検
査

■
実
施
場
所

　

�

受
診
券
と
同
封
し
て
い
る
実
施
医

療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る

医
療
機
関

■
費
用　
　
　

無
料

　

受
診
券
な
ど
の
紛
失
や
ご
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、こ
ち
ら
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

和
歌
山
県

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

〒
６
４
０
―
８
１
３
７

和
歌
山
市
吹
上
２
丁
目
１
番
22
号

☎
０
７
３･

４
２
８･

６
６
８
８

後
期
高
齢
者
の
皆
様
へ

健
康
診
査
は

受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？
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介
護
保
険
で

よ
く
あ
る
ご
質
問

　

介
護
保
険
に
関
す
る
よ
く
あ
る
質

問
を
ま
と
め
ま
し
た
。

【
質
問
】

　

介
護
保
険
は
、い
つ
か
ら
加
入
す

る
の
で
す
か
？

【
答
え
】

　

介
護
保
険
は
、高
齢
者
の
暮
ら
し

を
社
会
全
体
で
支
え
あ
う
社
会
保
険

の
制
度
で
す
。そ
こ
で
、65
歳
以
上
の

方（
第
１
号
被
保
険
者
）と
40
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方（
第
２
号
被
保
険
者
）

が
加
入
し
ま
す
。

【
質
問
】

　

介
護
保
険
に
加
入
し
た
く
な
い
の

で
す
が
？

【
答
え
】

　

介
護
保
険
は
、高
齢
者
の
暮
ら
し

を
社
会
全
体
で
支
え
あ
う
社
会
保
険

制
度
で
す
。40
歳
以
上
の
方
全
員
が

加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

【
質
問
】

　

要
介
護
認
定
の
申
請
は
ど
こ
で
す

れ
ば
良
い
で
す
か
？

【
答
え
】

　

役
場
健
康
推
進
課（
庁
舎
１
階
）で

手
続
き
出
来
ま
す
。65
歳
以
上
の
方

は
、介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。ま
た
主
治
医（
か
か
り

つ
け
医
）の
お
名
前
が
分
か
る
よ
う

に
し
て
来
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
族
の
代
理
申
請
も
で
き
ま
す

の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
質
問
】

　

介
護
認
定
は
一
度
認
定
さ
れ
た
ら

変
わ
ら
な
い
の
で
す
か
？

【
答
え
】

　

要
介
護
認
定
は
、有
効
期
間
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、有
効
期
間
中
で
あ
っ
て

も
、本
人
の
様
子
に
変
化
が
あ
る
場

合
、見
直
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す（
要
介
護
区
分
の
変
更
申
請
）。

【
質
問
】

　

入
院
中
で
す
が
申
請
で
き
ま
す
か
？

【
答
え
】

　

病
院
に
入
院
し
て
い
る
間
は
医
療

保
険
の
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、基

本
的
に
は
介
護
保
険
の
申
請
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、介
護
保
険
適
用
と
な
る

病
院（
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）の
場

合
は
、要
介
護
認
定
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、退
院
後
す
ぐ
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
に
な
る
予
定
が

あ
る
場
合
は
、要
介
護
認
定
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

心
身
が
不
安
定
な
状
態
で
は
正
し

い
認
定
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、退
院

の
見
込
み
が
た
ち
、状
態
が
安
定
し

て
か
ら
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
６

３
・
３
８
０
１
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
と
は
、町
内
に
お
住
ま
い
の

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
生
活
状
況
や

地
域
課
題
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査

で
す
。多
く
の
項
目
を
設
け
て
い
ま

す
が
、身
近
な
内
容
で
答
え
や
す
い
、

質
問
ば
か
り
な
の
で
、回
答
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
対
象
者

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
無
作
為
抽
出
に
よ
る
約

５
０
０
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
調
査
方
法

　

該
当
の
方
に
は
、調
査
票
を
郵
送

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。回
答
い
た

だ
い
た
調
査
票
は
同
封
の
返
信
封
筒

へ
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
く
だ

さ
い
。

※
調
査
期
間

　

平
成
29
年
１
月
中
旬
か
ら
１
ケ
月

程
度
の
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
６

３
・
３
８
０
１
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
皆
様
へ

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」に

ご
協
力
を

あなたのマナーは、大丈夫？！
 犬
　●放し飼いは、やめる
　●リードをつけて散歩する
　●散歩時のフンは、必ず持ち帰る
　●狂犬病予防注射を受ける

 猫
　●首輪などで飼い主を明示する
　●できる限り室内で飼う（放し飼いを極力さける）
　●自宅でのトイレをしつける
　●野良猫にエサをあげない

あなたのマナーは、大丈夫？！
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　日本脳炎の予防接種については、ワクチン接種に伴って重い病気になった事例があったことを
きっかけに、平成17年度から21年度まで積極的な勧奨を控えてきました。
　こうしたところ、新たなワクチンが開発され、現在は日本脳炎の予防接種を通常通り受けられる
ようになっています。

【積極的な勧奨の差し控えにより規定回数を受けられなかった方の接種方法】

※�接種可能とされていますが、第１期の接種を3回受けた人は、最後の接種から概ね5年以上の間隔をおいて
接種することが望ましいとされています。

　日本脳炎ウイルスの感染によって起こる中枢
神経（脳や脊髄など）の疾患です。
　ヒトからヒトへの感染はなく、ブタなどの動
物の体内でウイルスが増殖した後、そのブタを
刺した蚊（コガタアカイエカ：水田などに発生
する蚊の一種）などがヒトを刺すことによって
感染します。
　東アジア・南アジアにかけ
て広く分布する病気です。

　平成7年4月2日~平成19年4月1日生まれの方（特例対象者）は、当面の間の特例措置として、20歳未満（20
歳の誕生日の前日まで）であれば、残りの接種回数が無料で接種できます。
　前記の対象者の方で接種を希望される方は健康推進課（☎63・3801）まで。

　ウイルスを持つ蚊に刺され、感染した後も症状
なく経過する（不顕性感染）場合がほとんどです
が、症状が出るものでは、６～ 16日間の潜伏期間
後に、数日間の高熱、頭痛、嘔吐などで発病し、引
き続き急激に、光への過敏症、意識障害（意識がな
くなること）、けいれんなどの中枢神経系障害（脳
の障害）を生じます。
（過去には、100人から1000人の感染者の中で１
人が発病すると報告されています。）
　大多数の方は、無症状に終わるのですが、脳炎
を発症した場合20～ 40%が死亡に至る病気とい
われており、幼少児や高齢者では死亡の危険は大
きくなっています。

日本脳炎の予防接種について

どんな病気？ どんな症状？

平成17〜21年度の間に接種機会を逃した方々へ

接　種　歴 その後の接種方法

第１期を全く受けていない方 ・６～ 28日の間隔をおいて２回、２回目接種から概ね１年後に３回目を接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※

第１期初回接種のうち、
１回のみ受けた方

・２回目と３回目を６日以上の間隔をあけて接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※

第１期初回接種のうち、
２回受けた方

・３回目を接種
・４回目は９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※

第１期初回接種のうち、
３回受けた方 ・４回目を９歳以上で接種し、３回目との接種間隔は６日以上あける※
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２
月
16
日
か
ら

平
成
28
年
分
所
得
税
申
告
相
談

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
の
申
告
相

談
受
付
が
、２
月
16
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。申
告
さ
れ
る
方
は
、必
ず
正
し

い
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

①�

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
方

②�

給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、次
に
該

当
す
る
場
合

▼
平
成
28
年
中
の
給
与
収
入
が
、２

　

０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

▼�

給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
、地
代
・

家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
り
、給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
こ
れ
ら

の「
所
得
の
合
計
額
」が
20
万
円
を

超
え
る
場
合

▼�

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
方
で
、主
た
る
給
与
以
外
の

給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
お

よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
金

額
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

　

個
人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を
超

え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
場
合

は
、原
則
と
し
て
贈
与
税
の
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な
方
で
申
告
を

し
な
か
っ
た
り
、誤
っ
た
申
告
を
さ

れ
ま
す
と
、後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、更
に

加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

町
県
民
税
の
申
告
は
、町
県
民
税

や
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
資
料
の

基
と
な
る
と
と
も
に
、所
得
証
明
書

の
発
行
や
、各
種
手
当
て
の
受
給
者

資
格
の
判
定
や
支
給
額
の
算
定
な
ど

を
す
る
た
め
の
資
料
に
な
り
ま
す
。

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
で
日
高
町

に
お
住
ま
い
の
方
は
、申
告
が
必
要

で
す
。（
申
告
不
要
の
方
も
お
ら
れ
ま

す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
）

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

・�

勤
務
す
る
事
業
所
な
ど
か
ら
、役

場
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
な
い
方

・�

所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
な
い

が
、扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料
控

除
、医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
る
方

・�

平
成
28
年
中
に
会
社
退
職
な
ど
に
よ

り
、年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
方

・�

所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要
な
い

が
、雑
所
得
、一
時
所
得
、事
業
所

得
な
ど
の
所
得
の
あ
る
方（
農
業

な
ど
で
町
申
告
の
方
）

・�

前
年
に
収
入
が
な
か
っ
た
方（
町

内
在
住
者
の
被
扶
養
者
は
除
き
ま

す
）な
ど

町
県
民
税
の
申
告
が
不
要
な
方

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

・�

給
与
所
得
の
み
の
所
得
で
、勤
務

先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
方

・�
公
的
年
金
の
み
の
収
入
で
、他
に

控
除
す
る
も
の
が
な
い
方

・�
収
入
が
な
く
、同
一
世
帯
の
家
族

の
方
が
、会
社
の
年
末
調
整
ま
た

は
確
定
申
告
で
扶
養
親
族
と
し
て

届
出
さ
れ
て
い
る
方（
年
少
扶
養

も
含
み
ま
す
）な
ど

申
告
期
限
・
場
所

受
付
期
間

　

平
成
29
年
３
月
15
日（
水
）ま
で

�

（
土
・
日
曜
は
除
く
）

申
告
場
所
お
よ
び
時
間

　

役
場�

３
階
大
会
議
室（
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）（
左
頁
の
日
程
表
参

照
）

申
告
当
日
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

（
確
定
申
告
・
町
県
民
税
の
申
告
共
通
）

①
認
め
の
印
鑑

②
所
得
関
係
書
類

　

平
成
28
年
中（
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
）の
収
入
な
ど
が
確
認

で
き
る
書
類（
源
泉
徴
収
票
、収
支
内

訳
書
、給
与
明
細
な
ど
）

③
控
除
関
係
書
類

　

平
成
28
年
中
に
支
払
わ
れ
た
生
命

保
険
・
地
震
保
険
・
国
民
健
康
保
検
・

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
保
険
・
国

民
年
金
な
ど
の
支
払
証
明
書
、医
療

費
領
収
書
な
ど

④�

障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、障

害
者
手
帳
な
ど

⑤�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
及
び
提
示

が
必
要
と
な
り
ま
す

⑥
そ
の
他
、申
告
に
必
要
な
関
係
書
類

町
県
民
税
の
申
告

お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税 

務 

課

お
知
ら
せ
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月日 曜日 地区名 受付時間 会場

2.16 木 原谷・小中

午前９時
〜午後５時

日高町役場
（３階大会議室）

2.17 金 萩原

2.20� 月 荊木・池田

2.21 火 高家

2.22� 水 谷口・下志賀
小池

2.23 木 柏・中志賀・小杭
上志賀・久志

2.28 火 比井崎

3.1 水

町内全地区
午前９時
〜午後７時

3.2 木

御坊税務署　出張相談日

2.24 金 町内全地区
午前10時
〜午後３時

日高町中央公民館

2.27 月 比井崎 漁村センター

町県民税・所得税申告相談 日程表
ー昨年までと会場の変更がありますー

　今年度の申告よりマイナンバーの記載及び提示が必要となるなど、
これまで以上に個人情報の管理徹底が求められることから、申告会場
が役場３階のみとなります。（御坊税務署による出張相談は例年通り日
高町中央公民館、漁村センターで行います）
　会場変更により、ご迷惑をおかけしますが、受付時間の延長などによ
り、円滑な業務運営を行いますので、ご理解とご協力をお願いします。

お問い合わせは税務課（☎63・3802）まで。

町
税
は
口
座
振
替
で
！

　

税
金
は
、私
た
ち
が
豊
か
で
安
全

な
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
警
察
や
消

防
、保
健
衛
生
や
教
育
な
ど
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
や
、道
路
や
橋
、港
湾
や
上

下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
・

充
実
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。私
た

ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
、み
ん
な
で
出
し
合
っ

て
負
担
し
て
い
る
の
が
税
金
で
す
。

　

税
務
課
で
は
便
利
で
安
心
、確
実

な
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
る
方
は
、紀
州
農
業
協
同
組
合
、

和
歌
山
県
信
漁
連
、紀
陽
銀
行
、き
の

く
に
信
用
金
庫
、近
畿
労
働
金
庫
、ゆ

う
ち
ょ
銀
行
の
各
金
融
機
関
窓
口
で

口
座
振
替
さ
れ
る
通
帳
と
届
出
さ
れ

て
い
る
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。口
座
振
替
依

頼
書
は
、税
務
課
窓
口
お
よ
び
各
金

融
機
関
窓
口
に
て
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。

※�

口
座
振
替
の
受
け
付
け
は
金
融
機
関
窓
口

の
み
で
す
。税
務
課
窓
口
で
の
受
け
付
け
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
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日
本
の
税
金
と
世
界
の
税
金

　
　
　

日
高
中
学
校
２
年

�

笹�

本　

明
日
香

　

私
は
こ
れ
ま
で
、学
校
や
ニ
ュ
ー

ス
番
組
な
ど
で
日
本
の
税
金
に
つ
い

て
様
々
な
事
を
学
び
ま
し
た
。し
か

し
、日
本
の
未
来
の
担
い
手
で
あ
る

私
達
は
、他
の
国
の
税
金
の
こ
と
に

つ
い
て
も
し
っ
か
り
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。な
の
で

私
は
、日
本
以
外
の
国
の
税
に
つ
い

て
や
、日
本
と
の
違
い
な
ど
を
調
べ

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、日
本
の
消
費
税
は
他
の
国

に
比
べ
て
高
い
方
な
の
か
、低
い
方

な
の
か
を
知
り
た
か
っ
た
の
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
世
界
の
消
費
税

ラ
ン
キ
ン
グ
」を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、上
位
３
か
国
は
、ハ
ン
ガ

リ
ー
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、デ
ン
マ
ー
ク

で
し
た
。１
位
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
消

費
税
は
な
ん
と
、25
％
で
し
た
! !
そ

れ
に
比
べ
日
本
は
８
％
、ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
32
位
で
し
た
。私
は
、日
本
の

消
費
税
は
世
界
の
中
で
も
か
な
り
高

い
方
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、正
直

驚
き
ま
し
た
。そ
こ
で
私
は
新
た
な

疑
問
を
抱
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、

「
消
費
税
が
高
す
ぎ
て
、国
民
の
人
は

困
ら
な
い
の
か
な
？
」

と
い
う
こ
と
で
す
。確
か
に
、消
費
税

が
無
か
っ
た
ら
医
療
費
も
沢
山
か
か

り
ま
す
し
、大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

高
す
ぎ
る
と
買
い
物
を
す
る
時
に
困

る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。し
か
し
、国

民
の
人
は
、

「
消
費
税
が
高
く
て
も
幸
せ
。」

と
い
う
人
が
と
て
も
多
か
っ
た
の
で

す
。ま
す
ま
す
疑
問
に
思
っ
た
私
は
、

「
消
費
税
25
％
で
も
幸
せ
？
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
と
日
本
で
違
う
消
費
税
の
使
わ

れ
方
と
は
」と
い
う
記
事
を
読
ん
で

み
ま
し
た
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
ハ
ン

ガ
リ
ー
に
並
び
消
費
税
が
高
い
こ

と
で
有
名
で
す
が
、記
事
の
中
で
、ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
留
学
の
経
験
が
あ
る
と

い
う
太
田
さ
ん
と
い
う
人
は
、

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
日
本
も
充
実
し

た
福
利
厚
生
を
兼
ね
揃
え
て
い
る
国

で
あ
る
事
に
は
間
違
い
な
く
、万
が

一
の
時
の
支
援
の
厚
さ
は
両
国
と
も

似
て
い
ま
す
。し
か
し
、ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
に
は
、万
が
一
以
外
の
日
常
の
中

に
も
福
祉
が
ふ
ん
だ
ん
に
織
り
込
ま

れ
て
い
る
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。例
え
ば
、「
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
押
す
母
親
は
市
営
バ
ス
等

が
無
料
」、「
20
歳
未
満
は
医
療
費
が
無

料
」な
ど
、他
に
も
沢
山
の
事
を
国
が
負

担
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。私
は
、

「
な
る
ほ
ど
、と
っ
て
も
良
い
仕
組
み

だ
な
あ
。そ
れ
な
ら
幸
せ
だ
し
、日
本

も
そ
う
す
れ
ば
良
い
の
に
。」

と
思
い
ま
し
た
。で
も
や
っ
ぱ
り
、

「
今
の
日
本
も
十
分
幸
せ
だ
し
、買
い

物
を
す
る
と
値
段
が
高
く
な
る
の
も

嫌
だ
か
ら
、８
％
く
ら
い
が
丁
度
い

い
か
も
し
れ
な
い
。」

と
思
う
自
分
も
い
ま
す
。あ
な
た
な
ら
、

ど
ち
ら
の
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
か
？

　

税
に
対
す
る
考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ

れ
だ
し
、一
律
に「
税
金
は
０
％
が
一

番
幸
せ
。」と
い
う
も
の
も
無
い
し
、

そ
の
国
に
合
っ
た
税
の
仕
組
み
を

作
っ
て
い
く
事
が
大
事
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。消
費
税
が
10
％
に
上
が

ろ
う
と
し
て
い
る
今
、必
要
な
の
は
、

「
私
達
国
民
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い

け
る
た
め
に
自
分
達
の
意
見
を
し
っ

か
り
と
国
に
伝
え
る
事
」だ
と
思
い

ま
す
。そ
の
た
め
に
、国
民
は
も
っ
と

税
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
べ
き
だ
と

私
は
考
え
ま
し
た
。

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

【
和
歌
山
県
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会　

会
長
賞
】

【
日
高
地
方
租
税
教
育
推
進
協
議
会　

優
秀
賞
】

�

（
敬
称
略
）
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私
達
の
暮
ら
し
と
税
金

　
　
　

日
高
中
学
校
１
年

�
高�
橋　

生�

侃

　

僕
は
、税
金
に
つ
い
て
興
味
が
な

く
、考
え
た
事
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。で
も
、税
金
に
つ
い
て
調
べ
て
み

る
と
、た
く
さ
ん
の
税
金
が
あ
る
事

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
税
金
と
は
何
か
、な
ぜ

国
民
が
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
、辞
典
で
探
し
て
み
ま
し

た
。「
国
や
都
道
府
県
、市
町
村
は
、僕

達
が
豊
か
で
安
心
し
た
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
に
様
々
な
、公
共
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
、こ
れ
ら
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
費
用
は
、

国
民
が
納
め
て
い
る
税
金
に
よ
っ

て
、ま
か
な
わ
れ
て
い
る
」と
い
う
事

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

僕
の
知
っ
て
い
る
税
金
と
し
て

は
、消
費
税
だ
け
で
し
た
が
、身
近
に

あ
る
税
金
と
し
て
は
、今
、僕
が
住
ん

で
い
る
家
に
も
税
金
が
か
か
っ
て
い

ま
し
た
。そ
れ
は
、固
定
資
産
税
で

す
。僕
は
、温
泉
が
大
好
き
な
の
で

よ
く
行
き
ま
す
が
、温
泉
に
入
る
だ

け
で
も
、入
湯
税
が
か
か
っ
て
い
た

の
で
す
。働
い
て
頂
く
給
料
に
も
、税

金
を
納
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

す
。又
、車
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で

も
、税
金
が
か
か
っ
て
い
た
り
、他
に

も
、五
十
種
類
の
税
金
が
あ
っ
た
と

言
う
事
に
驚
き
ま
し
た
。

　

最
近
、田
舎
に
住
ん
で
い
る
祖
父

の
家
に
行
き
ま
し
た
。そ
こ
は
、過
疎

化
が
進
ん
で
お
り
、若
者
の
定
住
者

を
求
め
て
、村
営
住
宅
が
た
く
さ
ん

建
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
も
、村
の
税

金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
り
、交
通

の
便
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

と
い
う
小
さ
な
バ
ス
も
税
金
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。車
を
運
転
出
来
な

い
お
年
寄
り
に
と
っ
て
は
、大
変
あ

り
が
た
い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。又
、

僕
達
の
暮
ら
し
や
安
全
を
守
る
消
防

士
、警
察
官
な
ど
の
給
料
は
、税
金

で
ま
か
な
わ
れ
て
、こ
の
国
の
治
安

が
保
た
れ
て
い
た
の
で
す
。今
、僕
の

通
っ
て
い
る
町
立
中
学
校
も
税
金
が

使
わ
れ
、例
え
ば
、校
舎
や
机
、椅
子

な
ど
学
校
で
の
勉
強
が
快
適
に
出
来

る
環
境
を
、整
え
て
く
れ
て
い
る
の

で
す
。医
療
の
面
で
、自
己
負
担
が
少

な
く
て
す
む
の
も
、み
ん
な
納
め
る

税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
事
は
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

こ
の
様
に
、僕
達
の
暮
ら
し
は
、

様
々
な
税
金
で
助
け
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。も
し
、こ
の
税
金
が
な
か
っ
た

ら
と
考
え
る
と
、と
て
も
不
安
に
な

り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、昔
か
ら
租
庸
調
と
い

う
重
い
税
金
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、時
代
と
と
も
に
変
化
を
繰
り

返
し
、人
々
の
暮
ら
し
に
影
響
を
与

え
て
き
ま
し
た
。以
前
は
、消
費
税
ゼ

ロ
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
時
代
も
あ
り

ま
し
た
が
、国
の
借
金
が
増
え
て
い

き
、今
で
は
、八
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
税

し
て
き
ま
し
た
。更
に
又
、十
パ
ー
セ

ン
ト
と
い
う
政
府
の
考
え
が
出
て
き

て
い
る
の
で
す
。増
税
し
な
い
と
国

の
借
金
が
減
り
ま
せ
ん
。で
も
、国
民

に
と
っ
て
は
、大
き
な
負
担
と
な
っ

て
く
る
の
で
す
。僕
に
と
っ
て
は
、悪

い
事
か
良
い
事
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、国
民
一
人
一
人
が
納
め

た
税
金
を
我
が
国
の
為
に
、政
府
が

責
任
を
持
っ
て
、大
切
に
使
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
和
歌
山
県
知
事
賞
】

�

（
敬
称
略
）



　広報ひだか2017.1月号 24

　

こ
の
作
文
は
、御
坊
税
務
署
、公
益

社
団
法
人
御
坊
納
税
協
会
お
よ
び
日

高
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
共
催
に
よ

る
平
成
28
年
度
中
学
生
の「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」に
お
い
て
、応
募
総
数

２
０
１
４
点
の
中
か
ら
入
賞
さ
れ
た

作
文
で
す
。

税
金
に
支
え
ら
れ
て
い
る
私
達

　
　
　

日
高
中
学
校
２
年

�
稲�

垣　

愛�

菜

　

国
民
に
は
三
つ
の
義
務
が
あ
る
。

教
育
、勤
労
、納
税
の
義
務
で
あ
る
。

私
の
両
親
を
は
じ
め
と
す
る
大
人
の

方
が
働
き
、稼
い
だ
お
金
の
一
部
を

国
に
納
め
、そ
の
納
め
ら
れ
た
お
金

で
教
科
書
が
私
達
に
支
給
さ
れ
勉
強

す
る
こ
と
が
で
き
る
。税
で
支
払
わ

れ
て
い
る
も
の
の
中
で
私
達
義
務
教

育
を
受
け
て
い
る
中
学
生
に
と
っ
て

一
番
身
近
な
も
の
は
教
科
書
で
あ

る
。教
科
書
の
裏
に
は
小
さ
な
字
で

「
こ
の
教
科
書
は
こ
れ
か
ら
の
日
本

を
担
う
皆
さ
ん
へ
の
期
待
を
こ
め
税

金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。」と

書
か
れ
て
い
る
。よ
く
見
て
み
る
と

ど
の
教
科
書
に
も
書
か
れ
て
い
た
。

今
ま
で
七
年
間
の
義
務
教
育
を
受
け

て
き
た
け
れ
ど
特
に
気
に
す
る
こ
と

も
な
か
っ
た
裏
表
紙
の
言
葉
。私
は

こ
の
言
葉
を
見
て
、私
達
が
将
来
日

本
を
支
え
て
い
く
た
め
に
高
校
や
大

学
へ
と
進
学
し
、そ
し
て
就
職
へ
と

人
生
の
コ
マ
を
進
め
て
い
く
中
で
必

要
な
知
識
を
税
金
が
補
っ
て
く
れ
て

い
る
と
わ
か
り
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。学
校
で
は
教

科
書
の
他
に
机
や
椅
子
、授
業
料
も

税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。学
校

に
関
わ
る
全
て
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。税
金
の
お
か
げ
で
学
校
生

活
を
楽
し
く
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
い
る
。だ
か
ら
私
は
税
金
を

無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
教
科
書
を
大

切
に
し
、し
っ
か
り
勉
強
し
楽
し
く

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
う
。

　

私
に
は
高
校
生
の
兄
が
い
る
。義

務
教
育
を
終
え
た
兄
は
両
親
に
お
金

を
も
ら
っ
て
教
科
書
代
を
払
い
授
業

料
も
払
っ
て
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

る
。私
は
義
務
教
育
っ
て
あ
り
が
た

い
な
ぁ
と
心
か
ら
思
っ
た
。私
達
子

供
は
日
本
の
未
来
を
担
う
者
と
し
て

期
待
さ
れ
平
等
に
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
本
当
に
恵
ま

れ
て
い
る
。

　

国
民
の
三
大
義
務
の
一
つ
の「
納

税
の
義
務
」が
あ
る
の
は
私
達
の
生

活
を
支
え
る
た
め
に
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
あ
る
。で
も
税
を
納
め
る
た

め
に
は
も
う
一
つ
の
義
務
で
あ
る

「
勤
労
」つ
ま
り「
働
く
」と
い
う
こ
と

も
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。私
は
将

来
仕
事
に
就
き
し
っ
か
り
と
働
き
一

人
前
に
税
金
を
納
め
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
う
。そ
し
て「
義
務
」と

し
て
納
め
る
の
で
は
な
く
国
民
の

「
便
利
で
豊
か
な
暮
ら
し
、よ
り
よ
い

暮
ら
し
」の
た
め
に
微
力
な
が
ら
貢

献
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
税

を
納
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。こ
の

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
幸
せ
な
社
会
が

こ
れ
か
ら
も
永
遠
に
続
い
て
い
く
こ

と
を
願
い
、感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
中
学
校
生
活
を
思
い
っ
き
り
楽

し
ん
で
い
こ
う
。

　

そ
し
て
、今
現
在
支
え
て
も
ら
っ

て
る
国
民
の
人
た
ち
を
次
は
私
た
ち

が
支
え
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

【
御
坊
税
務
署　

署
長
賞
】

�

（
敬
称
略
）
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お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
』し
か
施
工
で
き

ま
せ
ん
。指
定
業
者
の
中
か
ら
工
事

業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の
場
合

は
、貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要
と
な

り
ま
す
。指
定
工
事
店
は
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

個
人
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
て
い
る
方
へ

①
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

法
定
検
査
に
は
、浄
化
槽
使
用
開

始
後
３
か
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
５

か
月
以
内
に
１
回
実
施
す
る「
７
条

検
査
」と
、毎
年
１
回
実
施
す
る「
11

条
検
査
」が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
浄
化
槽
が
正
し
く

働
い
て
い
る
か
、き
れ
い
な
水
が
流

れ
て
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
、指

定
機
関
へ
の
お
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

※�「
７
条
検
査
」「
11
条
検
査
」は
、そ
れ
ぞ
れ
浄

化
槽
法
第
７
条
と
第
11
条
に
規
定
さ
れ
て
い

る
法
定
検
査
で
す

②
保
守
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
定
期
的
に
点
検
し
ま

し
ょ
う
。保
守
点
検
業
者
は
、日
高
町

を
営
業
範
囲
と
し
て
、和
歌
山
県
に

登
録
さ
れ
て
い
る
業
者
と
契
約
を
し

ま
し
ょ
う
。一
般
家
庭
の
場
合
は
、点

検
回
数
は
概
ね
４
か
月
に
１
回
以
上

（
年
間
３
回
以
上
）と
な
り
ま
す
。

③
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う

　

清
掃
は
日
高
町
の
許
可
業
者
と
契

約
し
て
、毎
年
１
回
以
上
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

《
ご
注
意
く
だ
さ
い
》

　

浄
化
槽
は
適
正
な
維
持
管
理
を
行

わ
な
い
と
水
質
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因

と
な
る
た
め
、浄
化
槽
管
理
者
に
は

法
定
検
査
、保
守
点
検
、清
掃
の
維
持

管
理
を
行
う
よ
う
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
質
の
保
全
お
よ
び
生
活
環
境
を

守
る
た
め
、浄
化
槽
の
正
し
い
維
持

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
検
査
申
込
み
機
関
】

公
益
社
団
法
人

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
０
―
８
０
３
２

和
歌
山
市
南
大
工
町
26（
環
境
会
館
）

☎�

０
７
３･

４
３
２･

６
４
３
３

HPhttp://w
akayam

a-suiho.or.jp

～
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は

�

大
丈
夫
で
す
か
？
～

防災ひとくちメモ  vol.45
防災グッズを点検しよう

　みなさんのご家庭で、防災グッズを用意さ
れていると思いますが、せっかく準備した防
災グッズも、定期的に点検、入れ替えをしな
ければ、いざという時に役に立ちません。
　年末の大掃除と一緒に、是非防災グッズ
を今一度点検してみてください。
①非常食
　缶詰や乾パンであっても、保存出来る期間には限りが
あります。飲料水と一緒に賞味期限を確認して、期限切れ
などがありましたら急いで買い替えましょう。
②電池
　懐中電灯や携帯ラジオを用意していても、電池が切れ
てしまえば使えなくなってしまいます。電源を入れて、
ちゃんと動いてくれるか確認しましょう。電池を別に保
存して使う時だけ入れる様にすれば、電池も長持ちさせ
る事が出来ます。
　この他にも何か不備がないか確認して、もしもの時の
準備を万全にして新年を迎えましょう。

防災ひとくちメモ  vol.45
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地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

日
高
町
青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会
で

は
、青
少
年
と
気
軽
に
ふ
れ
あ
う
機

会
と
し
て
、11
月
25
日（
金
）、日
高
中

学
校
に
お
い
て「
大
人
と
青
少
年
の

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
日
高
２
０
１
６
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
で
は
、青
少
年
側
と
し
て

日
高
中
学
校
３
年
生
72
名
、大
人
側

と
し
て
日
高
町
の
交
通
指
導
員
の
北

垣
順
一
さ
ん
、補
導
委
員
の
北
山
賢

一
さ
ん
、更
生
保
護
女
性
会
員
の
寺

井
陽
子
さ
ん
が
参
加
。

　

中
学
生
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容
に
関

す
る
質
問
、各
委
員
さ
ん
か
ら
は
、生

徒
ら
の
学
校
生
活
な
ど
に
関
す
る
質

問
が
出
さ
れ
、活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
人
と
青
少
年
の
ふ
れ
あ
い
事
業
開
催

青
少
年
健
全
育
成
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
!!

　

日
高
町
青
少
年
総
合
対
策
本
部
、青

少
年
補
導
連
絡
協
議
会
、教
育
委
員
会

主
催
で
、青
少
年
健
全
育
成
の
一
環
と

し
て
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

町
内
の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
、

町
内
に
在
住
、あ
る
い
は
在
勤
さ
れ

て
い
る
方

■
課
題

　

明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
、あ
い
さ
つ
運
動
や
子
ど
も
を
守

る
運
動
に
関
し
た
も
の
、助
け
合
い
・

仲
間
作
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
に
関
し
た
も
の
、交
通
事
故
防
止

や
未
成
年
の
飲
酒
・
喫
煙
防
止
な
ど

に
関
し
た
も
の

■
応
募
方
法

　

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、学
校

名
・
学
年
・
氏
名
を
記
入
の
上
、学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
一
般
の
方
は
、住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、教
育
委
員

会
教
育
課
生
涯
学
習
班（
☎
６
３
・

３
８
１
２　

6
６
３
・
３
３
５
３
）

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
作
品
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、共
同
作
品
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

　
�

ま
た
、作
品
は
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

■
締
め
切
り

　

平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）

■
入
選
発
表
・
表
彰

　

２
月
中
旬

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

日
高
町
教
育
委
員
会（
☎
６
３･

３
８
１
２
）

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら
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●身　　分� 特別職国家公務員
●募集資格� 採用予定月の1日現在、
� 18歳以上27歳未満の男子
●試験期日� 平成29年1月22日（日）
●受　　付� 平成29年1月20日（金）まで

【お問い合わせ先】
自衛隊御坊地域事務所
御坊市湯川町小松原410-1　丸仁第1ビル1階
☎23･0020

入隊

3か月 6か月 1年 3か月

129,300円
（月額）

自衛官候補生

自衛官任用一時金
176,000円

2等陸・海・空士 1等陸・海・空士 陸・海・空士長
164,700円
（月額）

182,200円
（月額）

189,800円
（月額）

任官 昇任 昇任 任期満了

曹・幹部目指し
勤務継続

民間企業に就職
（再就職支援

致します）

任期満了後は、二つの道をお選びいただけます！

●給与・手当等

小学校～高校生のための
冬休み海外研修交流事業

【お問い合わせ・資料請求】
公益財団法人・国際青少年研修協会
住所　〒141-0031　東京都品川区西五反田7-15-4　第三花田ビル4F
☎　03・6417・9721� FAX　03・6417・9724
E-MAIL　info@kskk.or.jp� URL　http://www.kskk.or.jp

　公益財団法人・国際青少年研修協会では、海外生活を通してお互いの理解や交流を深め、
国際感覚を養うことを目的に8コースの参加者を募集しています。事前研修会では仲間作り
からサポートいたしますので、安心してご参加ください。

日 程

3月25日（土）

〜

4月5日（水）

内 容

ホームステイ・ボランティア
英語研修・文化交流・地域見学
野外活動・学校体験など

研修国
オーストラリア・カナダ
イギリス・ネパール
フィジー・カンボジア
ニュージーランド

※コースにより異なります �※コースにより体験内容をお選びいただけます

陸・海・空自衛官候補生採用試験のお知らせ
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アンパンマンのペープサートを見た後にお母さんと一緒に
「トリックオアトリート」
折り紙で出来た蛙・おせんべ・キャラメル・コマをもらい
ました。

ハロウィン� 10月31日（月）

クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

※�０〜３歳の未就園児とその
　保護者の方が、対象となっています。
※月〜金
　午前��9:00 〜 12:00
　午後�13:00 〜 16:00
お問い合わせは、子育て支援センター
（☎７０･４１４０）まで。
（保健福祉総合センター内）

クエっこランド♪だより

ヤ
マ
ト
運
輸
交
通
安
全
教
室

�

10
月
24
日
（
月
）

♪♪♪１月の行事予定♪♪♪
４日（水）〜13日（金）　�お正月遊び

10日（火）　子育て広場�　9:30〜11:00

12日（木）　親子体操

23日（月）〜２月２日（木）

　　　　　節分製作期間

11日（水）、18日（水）、26日（木）

　　　　　健診日のため休館

※第3金曜日　午後から休館

�（行事予定は、変更する場合があります）

小麦粉から粘土を作って遊びました。
コネコネ型抜きして粘土の感触を楽し
みました。

日
高
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
花
壇
に
き
ん
せ

ん
か
の
花
の
苗
を
う
え
ま
し
た
。

ク
エ
っ
こ
も
水
や
り
の
お
手
伝
い
を

一
緒
に
し
ま
し
た
。
き
れ
い
な
花
が

た
く
さ
ん
咲
き
ま
す
よ
う
に
！

後
で
し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び
を
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

小麦粉粘土遊び

11月16日（水）

し
ゃ
ぼ
ん
玉
遊
び

キ
ン
セ
ン
カ
の
水
や
り

�

11
月
２
日
（
水
）
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開室日…月曜日～土曜日
　　　　　AM8：30～PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、
　　　　　年末年始、特別整理期間
中央公民館（☎６３・３８１１）

公民館図書室だより

新着図書のご案内

新着図書のご紹介

☆黒い紙
� （堂場　舜一）
　大手総合商社に届いた、謎の脅迫状。それは30
年前に社内で使われていた用紙に印刷されたも
のだった。
　誰が何のために？危機管理会社に勤める元刑
事・長須が真実解明に挑む。警察小説の旗手が放
つ、企業謀略ミステリ。

☆おばけとなかよくなる方法
� （むらい　かよ）
　赤ちゃんおばけのプチ・ポチとなかなか仲良
くなれないルイくんとおばけのモモちゃん。そん
な時、大悪人のリップルⅩがおばけの国を脱出し
たとのニュースが！
　どうしよう！？

　※新着図書は、一人２冊までの貸出となります　　　　

など、全部で２０冊！

など、全部で６冊！

みなさんのお越しをお待ちしています!!みなさんのお越しをお待ちしています!!

《一般書》 《児童書》

一般書

児童書

☆黒い紙 （堂場　舜一）

●弧蓬のひと （葉室　麟）

●遠い唇 （北村　薫）

●湖底の城　７巻 （宮城谷　昌光）

●白衣の嘘 （長岡　弘樹）

●まことの華姫 （畠中　恵）

●オライオン飛行 （高樹　のぶ子）

●最悪の将軍 （朝井　まかて）

●氷の轍 （桜木　紫乃）

●デトロイト美術館の奇跡 （原田　マハ）

●手のひらの京 （綿矢　りさ）

●おんなの城 （安部　龍太郎）

●ヴァラエティ （奥田　英朗）

●明るい夜に出かけて （佐藤　多佳子）

●五弁の秋花 　（梶　よう子）

●魂の沃野　上・下 （北方　謙三）

●いもさいばん （たじま　ゆきひこ）

☆おばけとなかよくなる方法

（むらい　かよ）

●風来坊の子守り歌 （川端　誠）

●とんでもない （鈴木　のりたけ）
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このような“こ”食は、体に悪影響を及ぼすだけでなく、子どもたちの精神面にもさまざまな影響を与えること
になります。

・孤食…ひとりで食べる
・粉食…パンや麺などの粉からつくられるものばかり食べる
・個食…それぞれが好きなものを食べる
・固食…自分の好きな決まったものしか食べない
・濃食…濃い味付けのものばかり食べる
・小食…食べる量が少ない
・子食…子どもだけで食事をする

①食事のリズムがもてる
1日3回の食事を規則的にとるようにしましょう。とくに朝食は１日の活
動をスタートさせる重要な食事です。朝は余裕をもってすっきりと目覚
め、しっかり食べられるように、早寝、早起きを心がけましょう。

②食事を味わって食べる
　日本には豊かな四季があり、食べ物には旬があり、栄養価も高くなりま
す。また、お正月やひな祭りなど、様々な機会に季節と食べ物との関係を
体験することで、子ども達の中に豊かな食の感性が育ちます。

③一緒に食べたい人がいる
　子どもたちは、家族や親しい人との楽しい食事の時間を通して安心感や信頼感を得ます。
　それとともに、マナーや人への思いやりなどコミュニケーションの基本を身につけます。

気をつけたい７つの“こ”食

食育の５つの目標

保健だより 
食育のすすめ食育のすすめ食育のすすめ
～子どもの体と心をのばす食生活～～子どもの体と心をのばす食生活～

　子どもが成長するうえで、食事は単なる栄養補給の場ではありません。
家族で食卓を囲むことで、食べる楽しさ、人を満足させる喜び、みんなで分
かち合う安らかな時間…子どもたちはとても多くのことを感じ、学び、考
えることができるのです。
　育ち盛りの子どもにとっては、勉強や習い事、遊びも大切ですが、食事を
通して培われるものは、健康な身体だけでなく、感性豊かな心も育まれま
す。子どもの成長のためには心身ともにおいしい食事が大切なのです。“食
育”をとおして、子どもたちといっしょに、食べることの大切さや楽しさに
ついて考えてみましょう。
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　年齢が小さいうちは、おやつは子どもの成長に欠かせないものです。
　胃の容量が小さく、1回の食事量が限られるからです。スナック菓
子やチョコレートなどの嗜好品ではなく、おにぎりやパン、果物や乳
製品など4回目の食事として、おやつの内容を見直しましょう。

　「遊びながら食事をして、集中して食べてくれない」「他に気が向いてしまう」・・・。1歳を過ぎ、自
分で自由に歩いていけるようになると、子どもの興味は広がり、食事に集中してくれないこともあるで
しょう。3歳以降になると「遊び食べ」は徐々に少なくなってきますので、ある程度ケジメをつけながら
上手に対応しましょう。

●おもちゃは片付け、テレビは消す
　食卓のまわりに子どもが興味をもつおもちゃなどを置いていないか、
　テレビがついていないかなどの気配りが大切です。

●大人も落ち着いてゆっくり食卓に
　大人がお手本を見せることも大切です。立ったり座ったりせず、
　落ち着いて子どもと一緒に食卓につくようにしましょう。

●いつまでも食べないようなら片付ける
　食事と遊びは違うのです。遊び始めたら、残りを手伝って食べさせ、
　30分たっても食べないときは片付けましょう。

④食事づくりや準備に関わる
　食事を提供する側に回ることで、子どもたちは、他の人においしさや楽し
さをプレゼントし、感謝される喜びを体験できます。食事の準備から片付
けには、様々はプロセスがあります。買い物や、食器を並べテーブルを整え
ることをはじめ、食材を洗ったり、切ったりすれば、その形や色、手触り、香
りなどが、子どもの好奇心を刺激します。

⑤食生活や健康に主体的に関わる
　毎日元気に過ごすことと、食事との関連性を子どものころから話題として
取り上げましょう。こうした経験が、食生活を大切にし、自分自身で健康を
守ろうとする意識を育てます。

☆バランスチェック☆
　・主食、主菜、副菜･･･ １回の食事になるべくそろうようにしましょう
　・色、いろいろ･･･赤・黄・緑・白・黒　なるべくたくさんの色の食品をとりましょう
　・旬をとりいれよう

おやつも小さなごはんです

子どもの食事の親の悩み…１位は遊び食べ

お問い合わせ/健康推進課（☎63・3801）
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きしゅう君

　県内では、警察官や役場職員を名乗った詐欺事案が多発しており、手口としては、
電話で「還付金があるので、受け取る前にお金を指定する口座に振り込んでほしい」
などと言って言葉巧みに住民の皆さんからお金をだまし取るといったものです。
　ついつい、警察官や役場職員などと言われると信じてしまいがちですが、警察官
や役場職員がお金を振り込ませたりするといったことはまずありません！！
　還付金のケース以外でも、犯人は相手に利益があるよう
に思いこませるような内容の話が多い為、「うまい話には裏
がある」というように、自分にとって利益となる話にはすぐ
に食いつかず、一度冷静に考えてみてください。
　また、そのような電話がかかってきたなどということがあ
れば、すぐに警察まで連絡をお願いします。

１月10日は
　　　110番の日

〜
日
高
町
内
で
死
亡
事
故
発
生
〜

　
日
高
町
内
で
、11
月
に
１
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
車
と
歩
行
者
の
事
故
で
あ
り
、発
生
時
間
は
早
朝
で
、ま

だ
日
も
上
が
って
お
ら
ず
真
っ
暗
な
時
間
帯
で
し
た
。

　
発
生
場
所
は
、日
高
町
役
場
の
南
側
を
東
西
に
走
る
県

道
上
で
、カ
ー
ブ
を
終
え
て
す
ぐ
の
少
し
見
通
し
の
悪
い
場

所
で
し
た
。

　
車
と
歩
行
者
が
事
故
を
し
た
場
合
、歩
行
者
は
ほ
と
ん

ど
無
防
備
な
状
態
で
あ
る
の
で
、あ
ま
り
ス
ピ
ー
ド
が
出
て

い
な
い
場
合
に
も
重
傷
を
負
っ
た
り
、死
亡
事
故
に
至
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、通
行
日
時・場
所
に
と
ら
わ
れ
ず
、

常
に
安
全
運
転
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、歩
行
者
の
方
も

車
道
を
横
断
す
る
場
合
は
、十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　あけましておめでとうございます！年始を迎え一段と寒さも増してきたように感
じます。
　突然ですが、みなさんは自宅のカギは閉めていますか？
　年末や年始といえば、お年玉や挨拶などで何かとお金が必要であり、
いつもよりお金を多く置いていることが多いかと思います。
　多くのお金がありがちであるということは、泥棒もこの機会を狙ってい
るはずで、ちょっとした買い物に行く際などは特に注意が必要です。
　また、２階の窓からでも泥棒は容易く入ることができますので、家の中
のカギを普段からかけているかどうか、確認するようにお願いします。

警察官や役場職員を名乗った詐欺に注意!!

　110番通報は、事件・事故発生
時の「緊急通報電話」です。
　あわてない問い合わせや相談
ごとなどは、以下の連絡先までお
電話ください。

御坊警察署
　☎63・0110
警察相談窓口電話
　☎073・432・0110
　または＃9110

～家を空ける時は確実な施錠を～

御坊警察署

高家駐在所
　　川口 裕平

比井駐在所
　　岸田 國弘

　 23-0110

（お知らせ）
Ｅメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホームペ
ージは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。
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山
百
合
短
歌
会
詠
草

線
路
道
今
を
盛
り
と
咲
き
ほ
こ
る
秋
桜
互
み
に
首
を
揺
ら
せ
り

庵
戸
眞
知
子

神
無
月
半
ば
過
ぐ
日
を
あ
じ
さ
い
の
青
き
花
見
ゆ
白
馬
村
里

仲
田
美
智
子

朝
な
朝
な
真
向
か
う
峡
の
椎
の
樹
に
さ
す
や
天
つ
日
心
憩
う
も

奥
田　

房
子

夜
の
床
に
拾
い
し
歌
は
朝
の
陽
に
消
え
て
電
車
の
音
近
づ
け
り

松
原　

昌
子

逝ゆ

き
急
ぎ
し
息こ
子
へ
の
思
い
深
ま
り
ぬ
祭
太
鼓
を
七な
な

度た
び

聞
き
て

北
垣　

鈴
子

願
わ
く
ば
年
に
一
度
は
松
茸
を
に
お
い
少
な
い
外
国
産
で

中
西　
　

優

彼
岸
花
猛
暑
に
た
え
て
咲
き
揃
う
秋
雨
の
中
ひ
と
き
わ
清
し

那
須　

久
枝

履
き
な
れ
し
地た

び

下
足
袋
の
ほ
つ
れ
に
入
り
来
る
籾
は
太
り
て
心
豊
け
き

鍵
本　

和
代

ひ
と
ま
わ
り
し
て
と
孫
ら
の
囃
し
た
つ
量
感
た
っ
ぷ
り
フ
レ
ア
ー
ス
カ
ー
ト

曽
根　

邦
子

年
々
に
若
衆
減
り
し
吾
が
村
の
祭
太
鼓
は
軽
ト
ラ
に
乗
る

玉
井
か
を
る

風
の
な
き
入
り
江
に
ひ
と
り
打
ち
返
す
リ
ズ
ム
確
か
に
夕
暮
れ
て
ゆ
く

小
山　

和
代

母
逝
き
て
二
十
五
年
写う
つ

真し
え

に
見
る
そ
の
齢
を
今
超
え
ん
と
す

深
海
三
千
代

呆
け
た
り
と
口
に
は
す
れ
ど
し
た
た
か
に
生
き
む
思
ひ
も
密
か
に
抱
く

和
田　

路
子

　電車は、子どもから
高齢の方まで誰もが利
用しやすく、特に車を
運転しない人にとって
はなくてはならない大
切な交通手段です。
　しかし、近年道路交通網の進展により、紀勢
本線の乗降客数は年々減少しています。生活
基盤であることはもとより、地域振興や産業
振興にとっても欠かせない紀勢本線を、地域
で支えることも必要です。私たち地域の鉄道
を守るためにも、旅行などお出かけの際には、
　☆　安全性が高い
　☆　地球環境への影響が少ない
　☆　渋滞なしで時間に正確
といった利点の多い電車を、ぜひご利用ください。

【紀勢本線活性化促進協議会】

紀勢本線を利用しよう
　センターには、永年の
職業を通じて豊かな経
験と能力をもつ高齢者
の方々が会員として登
録されており、多岐にわ
たる仕事が可能です。
　仕事のご依頼のほか、会員への登録について
など、詳しいお問い合わせ、お申込みは下記連絡
先までお願いします。

〒649-1213　日高町大字高家630番地
（日高町農村環境改善センター内）
月曜～金曜　9：30～12：00��13：00～16：00
　　　　　　　　　　　　　�（昼休みは不在）

仕事のご依頼を
　お待ちしています！

日高町シルバー人材センター

☎70・0385
E-mail:hidakacho.sjc@za.ztv.ne.jp

仕事のご依頼を
　お待ちしています！



イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●
16
日（
月
）

﹇
時
間
﹈13
時
〜
16
時

﹇
費
用
﹈無
料

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

●
26
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
26
年
5
月
〜
7
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

2

歳

児

健

診

2

歳

児

健

診

●
4
日（
水
）
　10
時
〜

﹇
対
象
﹈H
8
年
4
月
2
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
9
年
4
月
1
日
生

成

人

式

成

人

式

●
10
日（
火
）
　

﹇
対
象
﹈乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
の
方

﹇
時
間
﹈9
時
30
分
〜
11
時

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

日

高

町

中

央

公

民

館

※気象警報等が発表されたときは、中止または延期になる場合があります

●
6
日（
金
）　
13
時
30
時
〜
　
２
階
和
室

新
春
子
ど
も
カ
ル
タ
会

新
春
子
ど
も
カ
ル
タ
会

●
20
日（
金
）　
13
時
30
時
〜
　
２
階
大
会
議
室

運

動

教

室

運

動

教

室

ZTVで新年の
ごあいさつ

　
日
高
町
長
の
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
を
Ｚ
Ｔ
Ｖ
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
放
送
し
ま
す
。放
送
日
は
１
月
１

日
か
ら
３
日
の
毎
日
、９
時
・
13
時
・

16
時・20
時
か
ら
放
送
し
ま
す
。

●
11
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
28
年
8
月
1
日
〜
9
月
15
日
生

　
　
　
H
28
年
2
月
1
日
〜
3
月
15
日
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。
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2/1 2 3 4

25 26 27 28

18 19 20 21

11 12 1413

4 5 761/1 2 3

29 30 31

22 23 24

15 16 17

8 9 10

12/25 26 27 28 29 30 31

暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー
日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　

2017年1月
January

※印の詳細は、右ページのインフォメーションをご覧ください。

・粗大ごみ
 （池田・東光寺・内ノ畑・
原谷）

・人権相談・行政相談・心配
ごと相談合同相談所開設※
 （ふれあいセンター）

・複雑ごみ

・粗大ごみ
 （萩原・荊木・駅前）

・おはなしの会※
 （中央公民館）

・子育て広場※
 （ふれあいセンター）

・資源ごみ

・運動教室※
 （中央公民館）

・小型プラスチックごみ

・4か月児・10か月児健診※
 （対象：H28年8月1日～9
月15日生、H28年2月1日
～3月15日生）
（ふれあいセンター）
・資源ごみ

・2歳児健診※
 （対象：H26年5月～
7月生）
（ふれあいセンター）

・後期高齢者医療保険料
 第6期分納期限

・国民健康保険税
 第7期分納期限
・介護保険料
 第5期分納期限

・国民健康保険税
 第8期分納期限
・後期高齢者医療保険料
 第7期分納期限

・成人式※
 （中央公民館）

・新春こどもカルタ会※
 （中央公民館）

・日高町消防団出初式
 （若もの広場）

元日 振替休日

成人の日

発売中 !!

お財布にやさしいスマートフォンで
新生活をStart!!

（税抜）

円/月～1,7801,7801,780
ケーブルスマホに関するお問合せは

0120-222-505
（平日・土・日・祝 9：00～17：30）

ZTVのス
マートフォ

ン

お手頃価格だから始めやすい !!

2016年

2017年

HDK3-098
長方形
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vol.231
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2
1
3
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歌
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県
日
高
郡
日
高
町
高
家
6
2
6
 

日
高
町
役
場
 総
務
政
策
課
　
T
EL0

7
3
8
-6
3
-2
0
51（
代
） 

町内、サークル・クラブ名鑑町内、サークル・クラブ名鑑
町内で活躍されている団体をご紹介するコーナーです。　vol.6

武道編

TOWN information

町の人口と世帯

平成28年11月30日現在
人　口 7,952人
　男 3,824人
　女 4,128人
世帯数 3,105戸

日
高
町
民
憲
章

　

人
が
町
を
つ
く
り

　
　
　
　
町
が
ひ
と
を
つ
く
る

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す

親子三代で活動しています

　チーム日高は、毎週土曜日の9時から12
時まで活動しており、武道館で日本拳法の
稽古を行っています。
　稽古は指導員の藤本泰孝さんを始め、お
父さん、お子さんの親子三代で行っており、
厳しくも楽しく活動しています。
　藤本さんにお話を伺うと、「今はまだ稽古
だけですが、子どもたちが強くなってきたら
試合も考えています。チーム日高では現在募
集は行っていませんが、御坊市にも日本拳法
の支部があるので、興味のある方は是非参
加してみてください」と、子どもたちの成長と
日本拳法の発展を楽しみにされていました。

チーム日高（日本拳法）

やす たか
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